
浜松市公共施設等総合管理計画 概要版 

◆ポイント 

・本市人口は、平成20年をピークとして減少局

面 

・令和27年には約67.1万人となることが推計 

・従属人口割合も平成22年の58.8％から令和27

年の94.6％と増加し、生産年齢人口への依存

度が大きく高まる 

・区域全域が中山間地域である「天竜区」とそ

れ以外の区では、高齢化率に差違 

80.1 79.8 78.7 77.0 75.0 72.6 69.9 67.1 

10.4%

37.4%
58.8%

94.6%

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

％万人

0～14歳（年少人口） 15～64歳（生産年齢人口）
65歳～（老年人口） 高齢化率
従属人口割合

◆ポイント 

・政令指定都市移行後、行財政改革への取組み

により、財政指標は全般的には改善傾向 

・政令指定都市などとの比較ではストック指

標、フロー指標ともに良好 

・人口減少下では市税や地方交付税などの大幅

増を見込むことは現実的ではなく、歳出で

は、社会保障関連経費の増加が見込まれる

・平成21年4月  

浜松市資産経営推進方針公表

・平成27年度までに439施設を削減 

（閉鎖：229施設、管理主体変更：153施設、 

譲渡：24施設（売却を含む）、貸付33施設） 

◆ポイント 

・本市の保有する公共施設、土地などの資産

は、12市町村合併、政令指定都市移行を契

機に急増 

【タテモノ資産】 

・都市化の進展や人口の増加に伴い1970、 

80年代の20年間で約137万㎡、全体の約54%

を建設 

・今後、老朽化に対する対応や改修･更新時

期の一極化が懸念 

【インフラ資産】 

・都市化の進展や人口の増加に伴い整備が進

められた橋りょう、平成に入って古い管の

更新が進んだ上水道管、比較的近年整備が

進んだ下水道管といった特徴

・老朽化への対応、計画的な維持管理・改修

による長寿命化、耐震化などが必要となっ

ており、将来の財政需要の抑制、縮減が大

きな課題

【取組みの４つの柱】

【目的】
「財産管理」 から 「資産経営」への意識転換

【概要】
保有する財産（土地・建物）の見直しや活用などに関するすべてを資産経営として位置づけ、全
体の考え方、具体的な取組みなどを示したもの

●活用財産の長寿命化
（修繕計画の策定・長寿命化事業など）

●保有財産の適正化
（施設統廃合・借地解消など）

●保有財産の利活用
（貸付・遊休地売却処分など）

●維持管理コストの最適化と環境対策
（業務一括発注など）

【対象とする資産】

【計画期間】 平成27年度から令和6年度の10年間  

総務省ホームページで公開されている更新費用推計ソフトを

基本に、本市独自の仮定を加えて推計
(単位:億円)

【計画の位置付け】

対象資産

インフラ資産
・道路、橋りょう、ポンプ・排水機場、上水道、
下水道 など

その他（動産、金融資産など）

公共施設

土 地

市有財産

タテモノ資産
・庁舎等、職員宿舎等、集会施設、文化・観光
施設、スポーツ施設、図書館、住宅施設、
小中学校・高等学校 など

浜松市総合計画基本構想・基本計画

（個別指針・計画）

浜松市公共施設等総合管理計画
①現状把握、全般的な考え方
②タテモノ資産・インフラ資産別の具体的な取組み

（関連・連携）

（分野別計画）

インフラ長寿命化基本計画【国】

本計画は「インフラ長寿命化基本計画」で示された、

市が策定すべき行動計画として位置付けられるもの

【歳入】          【歳出】 

分　類

8,489 ㎞
559 ㎞
514 千㎡
18.8 千㎡

施設数 44 施設
延床面積 19,910 ㎡

5,193 ㎞
施設数 34 施設
延床面積 159,639 ㎡

3,601 ㎞

管

補助国道、県道、市道
農道、林道
補助国道、県道、市道
農道、林道

数　量
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内　容
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試算値と投資実績額の比較

1年あたり試算値
(1年/50年) 

投資実績額

（H27-R1の年平均）

（億円）

（参考：浜松市資産経営推進方針概要） 

50年間
Ａ

1年あたり
Ｂ(Ａ/50)

改修・
更新 Ｃ

新規
Ｄ

Ｃ+Ｄ=Ｅ
不足額
Ｃ-Ｂ

充足率
Ｃ/Ｂ

不足額
Ｅ-Ｂ

充足率
Ｅ/Ｂ

１ タテモノ資産 9,019 180 136 28 164 △ 44 75.6% △ 16 91.1%

２ インフラ資産 21,530 431 227 87 314 △ 204 52.7% △ 117 72.9%

30,549 611 363 115 478 △ 248 59.4% △ 133 78.2%

区　分

試算値
（長寿命化後）

合計

比較（長寿命化後）

改修・更新実績額(C)
で(B)を賄う場合

(C)に新規実績額(D)
も含めた(E)で(B)を

賄う場合

投資実績額
（H27-R1の年平均）

第１章 基本的事項 

第 １

章

基 本

的 事

第２章 本市の概況（人口・財政・資産） 

１. 人口 

２．財政 

（参考：人口推計（市全体）） 

３．資産 

第３章 保有資産に係る改修・更新経費の各種試算と市投資実績 

【試算値と市投資実績の比較】 

第４章 これまでの資産経営の取組み 

市が保有する全ての資産を対象に、資産の見直しや活用、運営管理、処分などに関するプロセス全

般を資産経営と位置づけ、平成２７年度以降における資産経営を長期的かつ着実に推進するための羅

針盤として「浜松市公共施設等総合管理計画」を定める。
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延床面積（千㎡）

建築年度

小中学校・高等学校 住宅施設 集会施設 スポーツ施設 産業振興施設 その他

1994(H6)
アクトシティ浜松(70千㎡)

Aゾーン Cゾーン

（R2.4.1現在）

(主なタテモノ資産） 

(主なインフラ資産） 

長寿命化後 

改修・更新 

施設数 延床面積（万㎡）

小中学校・高等学校 142 92.7

住宅施設 86 38.3

集会施設 99 22.1

スポーツ施設 45 13.9

産業振興施設 7 14.2

その他 840 69.3

合　計 1,219 250.5

数　量
分　類



浜松市公共施設等総合管理計画 概要版 

第５章 これからの資産経営の基本的な考え方 第６章 タテモノ資産に関する具体的な取組み 

第７章 インフラ資産に関する具体的な取組み 

【インフラ資産の見直しの考え方と今後の方向性】

極めて大きな目安として、他の条件を現状と同様

とした場合、24.4%（100%－75.6%）分の延床面積

の縮減が必要 

極めて大きな目安として、他の条件を現状と同様と

した場合、15.9%（100%－84.1%）分の財源を確保す

るために、道路・橋りょうなどでは新規事業の進捗

状況を見据えながら、改修･更新にまわすことや、

また上水道事業などは、老朽化した管を更新する際

には適正な規模へ縮小することなどが必要

（見直しの考え方） 

・タテモノ資産を通じて提供している行政サー

ビスの性質及び行政サービスを享受している

利用者の圏域など（①広域施設 ②市域施設 

③地域施設 ④生活圏域施設 ⑤コミュニティ

圏域施設 ⑥中山間地域施設※ ⑦文化財施

設、小規模・簡易施設など）の２つの視点で

検討 

【マネジメントの手法】 

すべてのタテモノ資産について、現状データ及び見

直しの考え方をまとめた「施設カルテ」を作成。関係

課が共有し、毎年度のPDCAサイクルを実行。 

Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ Ａｃｔｉｏｎ

施設カルテ
・現状データ
・目標
・課題
・民間活力の導入
や複合化、統廃
合等の方向性

※共同作成

施設カルテ
・現状データ
・目標
・課題
・民間活力の導入
や複合化、統廃
合等の方向性

※共同作成
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【年次更新】

・目標(改善)に
向けた取組み

・目標(改善)に
向けた取組み

・所管課評価の精査
・予算、長寿命化事業等への反映
・指定管理者導入施設への反映 など

・所管課評価の精査
・予算、長寿命化事業等への反映
・指定管理者導入施設への反映 など

・実績評価、課題
を踏まえた改善

・実績評価、課題
を踏まえた改善

結果
報告

結果
報告

◆個別施設や制度の
見直しなどの改善案
を提示し調整

取組みに
対する支援

取組みに
対する支援

・目標に対する
実績評価
・課題分析

・目標に対する
実績評価
・課題分析

Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ Ａｃｔｉｏｎ

施設カルテ
・現状データ
・目標
・課題
・民間活力の導入
や複合化、統廃
合等の方向性

※共同作成

施設カルテ
・現状データ
・目標
・課題
・民間活力の導入
や複合化、統廃
合等の方向性

※共同作成
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【年次更新】

・目標(改善)に
向けた取組み

・目標(改善)に
向けた取組み

・所管課評価の精査
・予算、長寿命化事業等への反映
・指定管理者導入施設への反映 など

・所管課評価の精査
・予算、長寿命化事業等への反映
・指定管理者導入施設への反映 など

・実績評価、課題
を踏まえた改善

・実績評価、課題
を踏まえた改善

結果
報告

結果
報告

◆個別施設や制度の
見直しなどの改善案
を提示し調整

取組みに
対する支援

取組みに
対する支援

・目標に対する
実績評価
・課題分析

・目標に対する
実績評価
・課題分析

（今後の方向性） 

・施設の利用用途別23分類ごとに整理 

（例:①庁舎等②職員住宅等③集会施設④文

化・観光施設⑤スポーツ施設⑥図書館など） 

・行政サービスや活動拠点の確保と、タテモノ

資産総量縮減を意識した施設の民間移管や統

廃合、複合化などの推進 

※中山間地域施設 

 廃校などの遊休資産は、地域と調整したうえ

で、全国的な公募の実施や民間提案などによ

り、積極的な活用に努める 

賑わいや雇用の創出⇒地域の活性化 

「見直すべきところは見直し、投資すべきところは積極的に投資する、そして、活用できるもの

は最大限活用する」ことにより「保有する財産」から「活用する資産」への意識転換を進め、デ

ジタルの力を最大限に活かして、安全・安心で質の高い市民サービスの提供と持続可能な行財政

運営を両立することが重要。 

【マネジメントの手法】 

ＲＢＭを踏まえた長寿命化計画などを基本に、

メンテナンスサイクル（点検⇒診断⇒措置⇒記

録）を実行

（見直しの考え方） 

・インフラ資産を通じて提供している行政サービスの

性質を踏まえて検討 

（①廃止 ②民間移管 ③分散処理 ④間引き ⑤ＲＢＭ※）

（今後の方向性） 

・資産の利用用途別5分類ごとに整理

(①道路 ②橋りょう ③ポンプ・排水機場

④上水・簡易水道 ⑤下水道 ・農業集落排水）

【タテモノ資産の見直しの考え方と今後の方向性】

※RBM（リスクベースメンテナンス）の導入 

タテモノ資産 インフラ資産

基本理念：「知る・変える・活かす」で支える都市経営

本計画の数値目標（R6）

充足率＝８０％ 充足率＝９０％

■公共施設に関する
ムリ・ムダ・ムラの是正

■安全・安心な
公共施設の提供

■公共施設の
最大限の有効活用

・新設の抑制、既存施設の縮減
・ライフサイクルコスト

・RBM（リスクベースメンテナンス）
・更新時における規模適正化

・予防保全と長寿命化
・ユニバーサルデザイン

・余剰スペース、遊休資産の
貸付、広告事業

・予防保全と長寿命化
（メンテナンスサイクル）

・公共空間の利活用

■民間活力の積極的な活用
■まちづくりとの連携及び隣接市町等との連携
■実効ある進捗管理

実
現
の
た
め
の
６
つ
の
基
本
的
指
針

【具体的取組み例】タテモノ資産 インフラ資産

H27 R1 R6 R16 R26
目標となる

タテモノ資産の
充足率

64.1% 75.6% 80% 90% 100%

H27 R1 R6 R16 R26
目標となる

インフラ資産の
充足率

52.7% 84.1% 90% 95% 100%

・タテモノ資産の充足率 ８０％ ・インフラ資産の充足率 ９０％

令和26年度の充足率100%に向けて、資産経営の取組みを進める 

診 断

点 検

措 置

記 録
（データベース）

●RBM
（リスクベースメンテナンス）

●長寿命化計画（個別計画）

（反映・見直し）

（基準・対象）
（データ更新）

区分 内　容 維持管理水準、耐用年数 管理目標

A
破損や事故が生じた場合、市民生活に多
大な影響が生じ、当該インフラの改修・
更新経費が膨大となるもの

基準どおり 予防保全

B
破損や事故が生じた場合、市民生活への
影響、当該インフラの改修・更新経費が
相応となるもの

見直し･延長
予防保全、

又は事後保全

C Ａ・Ｂ以外のもの 見直し･延長 事後保全


